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LX600の“新たな進化”に見る
絶対的な存在感と機能美
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4WD・SUVカスタムの最高峰であり続けるJAOS──そのもっとも新しい進化の結晶
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　多様化するユーザーのニーズやライフスタイル
に応えるために多彩なモデルラインアップを展開
しているLEXUSから、LX600が新たに発売され
ました。長年にわたって培われた信頼性、耐久性、
悪路走破性に加え、上質さをさらに磨き上げた同
社における最上級SUVです。そのLX600の注目す
べきポイントの一つが、これまでのLXに存在しな
かった "OFFROAD" というパッケージ。文字通
り、オフロード走行をイメージした設定は「多様
化」というコンセプトを具現化したモデルです。
　そして我々JAOSは、「Experience a New 

Adventure. （新たな冒険の体験）」をスローガ
ンに掲げ、一人でも多くのお客様に新たな冒険
を体験していただけるよう、1985年の創業以来
4WD&SUV用パーツの開発や提供を続けています。

　そんな両社の想いを具現化したのが、今回
「東京オートサロン2022」に出展した「LX600 

"OFFROAD" JAOS ver.」です。
　LX600 "OFFROAD" が持つ力強い走破性を
主張するデザインに、弊社ならではのラギッド感
あふれるカスタマイズを加え、お客様の冒険心を
かきたてるスタイリングを実現しました。
　今回のコラボレーションによって実現した
「LX600 "OFFROAD" JAOS ver.」を通じ、お
客様にクルマをカスタマイズすることの楽しさと、
クルマとともに過ごす豊かなライフスタイルを提
案していきたいと考えています。 LEXUS LX600 

"OFFROAD" JAOS ver.
Behind The Scenes of
Photo Shooting

校了ノンブル

2
校了ノンブル

3

JAOS   |  LEXUS LX600 CUSTOM PROJECT  | 2 3

JAOS_NAv5web.indd   2-3JAOS_NAv5web.indd   2-3 2022/02/07   10:192022/02/07   10:19



JAOS    LEXUS L X60 0JAOSのフィールドに降り立った 
LEXUSのフラッグシップ

　私たちは今まさに変わろうとしてい
るLEXUSの、ひとつの時代の節目に
立っているのかも知れない。2021年
春、LEXUSに誘われ、開発中のLXの
新たな挑戦についてヒアリングしてい
た赤星は耳を疑った。彼らは新型LXに
「"OFFROAD"の名を冠したい」という。
　LXは1995年の登場以来、プレミア
ムブランドであるLEXUSのフラッグシ
ップSUVとしてヒエラルキーの頂上に
君臨してきた。ただ、ラダーフレーム
を持つ本格派クロスカントリー4WDで
はあったもののホイール径はオンロー

ド向き、サイドステップも悪路に持ち
込むのが憚られる形だった。第一級の
オフロード性能を有していることは分
かっていたが、実際に悪路に持ち込む
ユーザーが多いとは思われなかった。
　しかし開発陣は本気だった。オフ
ロード用に18インチのホイールを用
意し、前後のアクスルデフロックも標
準で装備させるという。今や伝家の宝
刀「クロールコントロール」さえあれ
ば岩場から砂の上、雪の上に至るまで
地の果てまで走れると言われている
のに、その先の超・極悪路でしか使わ
ない本格装備を付けるという。これは、
単なるイメージ戦略ではない。
　実はこれに先立ちトヨタ自動車の

豊田章男社長からLEXUSの開発陣に
伝えられていたメッセージがあった。
「自動車業界が大変革期を迎える中、
LEXUSは社会的使命にお応えするだ
けでなく、価値観が多様化するお客さ
ま一人一人の幸せに寄り添いたい。そ
して何より五感を刺激し、ワクワクす
る体験を提供するクルマ造りを続けて
行くブランドにしたい」。
　新型LXではその答えのひとつを
"OFFROAD"に見いだしたのだ。い
や、LXが世界一の「信頼性」「耐久性」
「悪路走破性」を秘めた本格派クロス
カントリー4WDであるならば、オフ
ロードへの帰結はむしろ必然。
　これまではLEXUS車のカスタマイ

ズが市民権を得ることはなかった。ま
してやオフロード仕様へのカスタマイズ
など皆無と言えた。でも時代は変わる。
ここで背伸びをしてでも、LEXUSとア
ウトドアが融合していくその先の未来
を覗きたい。そして共に創りたい！
　社に戻った赤星は皆に計った。「新
型LXが街から野に出ようとしている。
そこは我々のフィールドだ。前例はな
い。開発期間も半年を切っている。で
もチャレンジしてみないか？」。「世界
に打って出ましょう！」社内の反応は
早かった。そして開発部の能戸も手を
挙げた。「モータースポーツにチャレ
ンジしましょう！」。JAOSはLXの新
たな挑戦に共感したのだ。

4WD&SUVパーツを中心に開発・製造を行うグローバルカンパ
ニー。製品は外装の樹脂パーツから金属製ガード類、ルーフラッ
ク、ブレーキ、マフラー、スプリング、ダンパー、ホイールに至
るまで多岐にわたり、アフターマーケットはもちろん、カーメー
カーやカーディーラーへのOEMも手がける。創業は1985年。20 
15年からはFJクルーザーやハイラックスでアジアクロスカント
リーラリーに参戦。2019年にはクラス優勝を果たしている。

トヨタ自動車のプレミアムブランド。SUVの投入はランドク
ルーザー80系をベースにしたLX450からで1996年に北米で販売
が開始された。以降日本国外では2代目LX470（国内名ランドク
ルーザーシグナス）が1998年に、3代目LX570が2007年に発売
された。この間、2005年にはLEXUSブランドが国内展開を果た
し、LX570は2015年夏に国内販売を開始した。したがって日本
でのLXの展開は7年目、LX600は2代目の車種となる。

JAOS
ジャオス

LEXUS
レクサス

五感を刺激する五感を刺激する
新たな潮流新たな潮流

JAOSのチャレンジ精神がLX600に融合

LX600に、誰もが予想し得なかった"OFFROAD"パッケージが追加された。
ブラックアウトされたスピンドルグリルはLXをどこに誘うのか。
街中より荒野が似合うLEXUSの登場に、JAOSのチャレンジ精神が刺激された。

Chapter : 1 PREFACE  CONCEPT

JAOS    LEXUS  L X60 0
文：河村  大
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横尾貴己氏（レクサスインターナショナル製品企画チーフエンジニア）
を始め、トヨタ自動車の関係者がJAOSブースを訪れた。

JAOSが指名された以上、追加パーツだと分からないようなデザインでは意味がな
い。さりとてLEXUSらしさはスポイルしたくない。実用性も大切だがランドクルー
ザーとは違うアプローチにしたい。仕様の決定に至るまで何度も評価が行われた。

LEXUSをどのように 
カスタマイズするのか？

　では何を造り、どう見せるか？ 新
型LXを前に赤星は悩んだ。脳裏には
チーフエンジニア横尾貴己氏の言葉が
浮かんでくる。「LEXUSはLEXUSです。
今までのLXはランクルのLEXUS版で
した。それを僕らの時代から"LEXUS
のLX"として声を大にして伝えたい」。
　ならば我々もランドクルーザーと同
じアプローチをするわけには行かない。
ではLEXUSとは何物なのか？ 実用車
として設計されたランドクルーザーと
何が違うのか？ 新型LXのコンセプトは
「世界中のどんな道でも楽に、上質に」
というものだ。唯一無二とも言えるオフ
ロード性能を持ちながら、誰もが気負
うことなくストレスフリーかつ上質に運
転できるクルマだという。そのために掲
げたのが「原点回帰」。どれだけ素晴ら
しい先進技術を搭載しても素性がよく
なければLEXUSが目指す走りは実現し
ない。そこでエンジンをダウンサイズ
化、搭載位置を移動することで低重心
化とマスの集中を図り、伝統のフレーム
構造にこだわりながら多数のボディパ
ネルをアルミニウムに置換、車高調整
システムすら軽量化し、200㎏に及ぶ贅
肉をそぎ落とした。一方で変えていな
いものもある。悪路走破性と居住性を
両立させる黄金比ともいえるホイール
ベースは初代からの値を維持、対地ア
ングルも現行モデル同等を確保した。

ある。その先に待ち受ける「冒険の扉
を開ける行為」と言ってもいい。ドラ
イブやキャンプといったクルマの楽し
み方のひとつにカスタマイズがあり、
JAOSは常にユーザーがその世界に踏
み出す最初の一歩を大切にしてきた。
少し大きなタイヤを履きたくなったり、
そのパーツを装着することで非日常の
世界に出かけたくなるような、そんな
カスタマイズを目指そう！ もちろん、
LXのパーツとして世界に出しても恥
ずかしくないクオリティが必要だ。そ
して、徹底して軽量化にこだわった開
発陣の想いも大切にさせていただこう。
　こうしてJAOSの開発部はにわかに
忙しくなった。新素材の検討や実験も
繰り返した。デザインを担当した内田
はスケッチを何枚書いたかわからない
という。だがJAOSが得たものは想像
以上に大きかった。LEXUSが目指す持
続可能な世界の実現に向け、社員も意
識レベルを上げ、プレゼンと評価を繰
り返しながら試作品製作に明け暮れた。
たかがパーツ開発、されどパーツ開発。
赤星は言う。「今回の協業でJAOS自身
もまたひとつ大きな扉の向こうに踏み
出せたかな、と思っています」。

すべきなのだ。それがLEXUSに求め
られる価値だと気付いた時、赤星の心
にストンと落ちるものがあった。そし
て今なぜLEXUSがカスタマイズを容
認するようになったのか、その答えも
見えて来た。「多様性を認め合う」と
いう豊田章男社長の価値観がLEXUS
にも波及したのだろう。今のトヨタは
EV化ですら多様性を大切にし、古い
クルマをも大切にしようとしている。
　ではどのような製品をつくるのか？ 

JAOSにとってクルマでの移動とはす
なわち「自然に向かって走ること」で

　なるほど。世界一と言われるランド
クルーザーの信頼性や耐久性、悪路走
破性といった素性をしっかり受け継い
でいる。ではその先に、LEXUSはど
んな世界を見せようというのか？
　豊田章男氏は問いかけている。「近
い将来、自動運転やインフラの向上に
よりクルマ社会は高度化し、今より安
全で便利な移動が可能になる。果たし
てそれだけで人は幸せだろうか？」と。
このような時代だからこそ、移動がも
たらす時間的価値を、人が豊かに生き
るために必要な叙情的価値を大切に

2022年1月12日の新
型LXの記者発表に合
わせて「LX600"OFF 
ROAD"JAOS ver.」
のリリースも発表。
翌々日から開催され
た東京オートサロ
ン 2 0 2 2に現車を展
示、「東京国際カス
タムカーコンテスト
2022」にて、ドレス
アップカー部門・優秀
賞を受賞した。

開発段階中のイ
メージスケッ
チ。新型L Xの
ダイナミズムに
着目し、JAOS
独自の解釈で
OFFROADス
タイルを表現し
ている。

JAOSでは以前からGXやRXなどLEXUSのSUVに対応させ
たカスタマイズパーツを製作していた。国内導入されていな
いモデルを並行輸入して開発し、実際に北米や中近東、ロシ
アなど海外市場ではかなりの需要があったという。ただ、ど
ちらかというとローダウンが似合うエアロパーツが多く、今
回のようにオフロードにフォーカスした製品は初めてとなる。

Chapter : 1 PREFACE  CONCEPT

大学卒業後、カナダで3年間を過ごす。'97年にジャ
オスに入社し、世界最大規模の自動車アフターパーツ
マーケット見本市「SEMAショー」への出展時に中心
的役割を果たすなど、海外事業の拡大を務めた。'03
年に専務取締役、'08年から代表取締役に就任。そし
て'15年に同社創立30周年記念プロジェクトとして
「TEAM JAOS」を結成した。現在はチーム監督だが、
'04年～'06年にはTEAM JAOSの前身チームで、'15
年～ '16年にはTEAM JAOSにてアジアクロスカン
トリーラリーのコ・ドライバー（ナビ）を担った。

株式会社ジャオス  代表取締役 赤星大二郎

過去にもリリースしていた
LEXUSのカスタムパーツ

RX350LX570

GX460

JAOS
LEXUS LX600

CU S TO M  P ROJ EC T
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LEXUSとJAOSを 
どう融合させれば良いのか？

「今回のプロジェクトは、JAOSが独
自に企画・開発したアフターパーツと
いうスタンスです。ディーラーでも取
り扱っていただく予定ですが、OEM

と違って我々の裁量が大きく、あらゆ
る可能性を追求することができた半面、
それ故の難しさもありました」と語る
のはデザインを担当した企画宣伝部の
内田悦哉だ。
「JAOSらしい味付けはマスト。でも
LEXUSの改造がどこまで許容される
のか。未知のユーザーを相手に考えね

ばなりません。フェンダーひとつとっ
てもデザインで相当揉みました。そし
て揉めました（笑）。スマート過ぎれば
付けているのか分からない。ラギッド
過ぎれば敬遠されてしまうかもしれま
せん」。デザインはエアロや造形の担
当者も加えてコンペ風に煮詰めていっ

た。幅についても記載変更のリミット
を越えるべきかどうか激論を戦わした
が「そこはデザインの自由度とグロー
バル市場への進出を見越してガラパゴ
スの殻を破っておきたかった」と内田。
　新しい素材にも挑戦した。カーボ
ンニュートラルやSDGsが叫ばれる中、
植物由来の繊維を使ったプラスチッ

積み重ねた経験値と
職人技で価値を加える
デザイナーのひらめきがそのまま製品になるのではなく
ラフスケッチを社内で広く共有し、揉んで揉み直して検討を重ね
最終的な製品に落とし込むのが時代の荒波を生き抜いてきたJAOSの流儀。
開発期間が限られていた新型LXのカスタマイズといえど例外ではなかった。

クやリサイクルカーボンも検討、実証
実験も行った。結果的には軽量かつ高
剛性のCFRPの採用を決めたが、経験
値は増えた。もちろんアフターパーツ
の中で最高峰と言われるカーボンファ
イバーの織柄をデザイン的に利用した
かった面もあるが、実用パーツのメー
カーとして軽さと強度にもこだわりた
かったのだ。これなら開発部の能戸知
徳が目指すモータースポーツで使っ
ても恥ずかしくはない。同様に、オフ
ロードで頼りになる18インチホイー
ルの開発も視野に入れている。いずれ
にせよJAOSは、今後新型LXを使っ
てラフロードのモータースポーツに挑
戦する。その先には最低でも3年、い
や5年のプロジェクトが待ち受けてい
る。「このクルマとの付き合いは長く
なるよ」赤星の言葉に皆が気を引き締
めた。

L X 6 0 0 に相 応しいデザインと素 材の
高 次 元な組み合わせにグローバル基 準を見た

最高級SUV車の誕生に相応しいカスタマイズ

Chapter : 2 DESIGN  MATERIALS

JAOS
LEXUS LX600

CU S TO M  P ROJ EC T

文：河村  大
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TIRE and WHEEL

MUD GUARD

OVER FENDARRE AR SKID PROTECTOR  &   TAIL-CUT TERFRONT SKID PROTECTOR

Chapter : 2 DESIGN  MATERIALS

LEXUS LX600”OFFROAD”JAOS ver. Parts
BATTLEZ TAIL-CUTTER  参考商品

JAOS TRIBE CROSS （20×9.0J+55 6H 139.7 MATTE GUNMETALLIC） 81,400円

JAOS TRIBE CROSS （20×9.0J+55 6H 139.7 TITANIUM GOLD） 81,400円

JAOS TRIBE CROSS （20×9.0J+38 6H 139.7 TITANIUM GOLD） 81,400円

JAOS LUG NUT （6PCS） 1,980円

TOYO TIRES OPEN COUNTRY A/T Ⅲ （285/55R20） 国内未発売

　

JAOS FRONT SKID PROTECTOR 198,000円

JAOS REAR SKID PROTECTOR 242,000円

JAOS OVER FENDAR type-R 500,000円

JAOS MUD GUARD3 BLACK UNIVERSAL L-SIZE 15,400円

JAOS MUD GUARD BRACKET  参考商品

JAOS DOOR HANDLE PROTECTOR type-A 5,500円

JAOS EMBLEM 2,200円

D E T A I L S

JAOS
LEXUS LX600

CU S TO M  P ROJ EC T

先代LXよりやや細くなった新
型LXのタイヤサイズ。JAOS
では経験則に照らし合わせ、カ
スタマイズユーザーが希望する
であろう2サイズ太い285幅の
ATタイヤへと交換。幅に余裕
を持たせたオーバーフェンダー
と伝統のマッドガードを組みあ
わせてJAOSスタイルに仕立て
た。前後のスキッドプレートも
含め新規パーツを全て軽量か
つ高剛性なCFRP製とし、車体
の重量増加を最小限に抑えてい
る。TOYO TIRESのオープン
カントリーA/T IIIはサイドウ
ォールまで回りこんだブロック
パターンが印象的。国内未発売
のモデルだ。
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シンプルだからこそ引き立つ
高品質素材の存在感

SKID PROTEC TOR FRONT

RE AR

ボディシルエットに負けないデザインと
精緻なカーボン柄のコンビネーション

OVER FENDA R t ype-R

と、強化材をガラス繊維から炭素繊維に代えただけのハ
ンドレイアップ成形品が一般的だが、新型LXのために
JAOSが採用したのはインフュージョン成形。軽量かつ
高剛性な成形品が期待できる注目の成形法だ（詳細は左
ページを参照）。実際、製品を手に取ってみると目視に
よる予想よりも一回り軽く、さらにほとんどたわまない
剛性感に驚くはずだ。
　シンプルな形状ながら本物が持つ存在感を最大限にア
ピールする前後のプロテクターは、新型LXの持つリア
リティをさらに一段階引き上げるに違いない。

難航を極めたという。「“JAOSスタイル”を構築するには
いくつかのパターンがあるのですが、新型LXのフロン
トビューが持つ存在感の前ではどれもしっくりこなかっ
たのです」とはデザインを担当した内田。そこで導き出
された結論は「デザインはシンプルに仕上げ、本物の素
材感をアピールする」というコンセプト。そして白羽の
矢を立てられたのがCFRP製品だった。
　アフターパーツにおいて「カーボン製品」という

JAOSには、数多くの車種用をラインアップした
「フェンダーガーニッシュ」という製品がある。同
品は出幅を軽微な変更に留まる9㎜以内に抑えなが
ら、それを超えた存在感があることで定評を得てい
る。しかし、フロントをシンプルなパーツデザイン
としただけに、サイドビューでは逆にパーツの存在
感を際立たせたい。また、対象モデルがLXなだけ
にグローバル市場での展開も考慮すると、やはり明
確なボリュームを持たせたい。そこで、しっかりと
した出幅（20㎜）を持った「オーバーフェンダー」
を設定することになった。そのため、同品は装着に
よって車幅が一定以上変わるので構造変更が必要に
なるが、この魅力的なサイドボリュームを得るため
にはぜひ乗り越えていただきたいハードルである。

新型LXのリヤバンパーは、蓋
となっている下部のセンター部
分を取り外すこで内蔵したヒッ
チメンバーを使用する。JAOS
リヤスキッドプロテクターも、
同様にセンター部分を取り外せ
る構造とすることでヒッチメン
バーを使用可能とした。

外的衝撃からリムフランジを守る「W
フランジリム」、リムの補強と回転に
よって排土性を促す「フィン状リブ」、
スマートさと力強さを両立する末広が
りな断面形状の「フレアスポーク」な
ど、過酷なラリー参戦から得たノウハ
ウがフィードバックされている。

のはフロントパーツである。それはJAOSでも例外では
ない。例えばフロントにメタルパーツを装着するか、オ
フロードバンパーを装着するか……などによって全体
の完成イメージを想定し、その他のパーツが選定される
のだ。ところが今回、新型LX用パーツを検討するにあ
たっては、フロントパーツと同等以上に重要視されたの
はサイドパーツであるフェンダーだったという。そこで、
存在感のある片側出幅20㎜の「オーバーフェンダー」
が設定された。また、これまでJAOSのフェンダー用
パーツは、プレーンな「type-S」とダミーボルトを配
した「type-X」の2タイプであったが、オーバーフェン
ダーならではのボリュームを活かすダクト形状を用いた
「type-R」を新たに設定。特に、フロントやリヤのスキ
ッドプロテクター同様にリアルカーボンを採用している
新型LX用オーバーフェンダーでは、ダクトの形状で織
りなす精緻なカーボン柄によって様々な表情を楽しむ
ことができる。配色的にも、ボリュームのあるサイドビ
ューを引き締める効果的なアクセントとなるのだ。

クステリアパーツメーカーが新たな車種に対して
商品検討を行う際、一般的にデザインの肝となるエ

LX600のコンセプトを体現する
必然から生み出されたデザイン

TRIBE CRO S S

ROAD" だったという。そこで、数あるホイールライン
アップの中からJAOSが選択したのは「JAOS TRIBE 
CROSS」だった。
　「JAOS TRIBEシリーズ」と言えば、同社のラリー
レイドプロジェクト「TEAM JAOS」のマシン用
に、国内外トップシェアを誇るアルミホイールメー
カー「ENKEI（エンケイ株式会社）」と共同開発を行
っているMAT PROCESS製ホイールだ。その最新モ
デルが「JAOS TRIBE CROSS」。つまり、これまで
確立してきた「プレミアムSUV」としての存在意義に
"OFFROAD" という新たな価値観の追加を目指してい
る新型LXのコンセプトに見事に合致する。そこで、「W
フランジ」「フィン状リブ」「フレアスポーク」などのこ
だわりはそのままに、同車用として20inch化されたのだ。
また、特筆すべきは左ページで紹介している同社のオー
バーフェンダーに、ぴったりとマッチするインセットサ
イズも最初から設定されているところ。この辺りはエク
ステリアパーツとホイールを同時開発できるJAOSなら
ではの妙技と言っても良いだろう。

回、LEXUSからJAOSへ新型LXのカスタマイズ
をオファーされた際、掲げられたテーマは "OFF 

今

型LX用パーツ開発にあたり、デザインスケッチ
が何パターンも起こされたのだが、その決定には新

Chapter : 2
DESIGN  MATERIALS

F R O N T  S K I D  P R O T E C T O R
R E A R  S K I D  P R O T E C T O R
O V E R  F E N D E R  t y p e - R

What's? 

主要エクステリアパーツは、インフュージョン成形
（真空成形）によって作られている。真空圧により
樹脂を型に隙間なく行き渡らせるので、軽量さと強
度を実現することができる。型に繊維を押しつけて
いるため、従来のドライカーボンと異なり、ウェット
カーボンのような艶のある仕上がりを手に入れている。

インフュージョンとは
20㎜に込めた思い

JAOS
LEXUS LX600

CU S TO M  P ROJ EC T

F R O N T R E A R

F R O N T R E A R

チタニウムゴールド

チタニウム
ゴールド

マットガン
メタリック
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強い意志と明確な哲学が 
新たな領域へ踏み出す原動力

　コンペティションとは“競争”“競
技”“競技会”のこと。1980年代から
4WD&SUV市場にサスペンション
などを投入し、独自の地位を確立し
てきたJAOSが、2015年に参戦し
た「アジアクロスカントリーラリー
（AXCR）」は、まさに国際的なコンペ
ティションである。これ以降、JAOS
は“TEAM JAOS”として連続参戦し
てきた。2020年から2021年について
は、コロナ禍でラリー自体が中止にな
ってしまったが、粛々と参戦準備を進
め、チームのドライバーを努める能戸
知徳がアメリカへ渡り、オフロード
レースに参戦しキャリアを積むなど、
チームとしてできること、JAOSとし
ての戦い方を模索してきた。
　そして2022年。相変わらずコロナ
の状況に一喜一憂する日々が続いて
おり、ラリーを始めとしたモータース
ポーツの開催も、見通しが立たない
状況が続いている。そんな中にあって、
果たしてJAOSが想い描くコンペティ
ションへの展望はどのようなものか？
　そのカギを握るのが、LEXUS LX 

600である。先で紹介したとおり、す
でにアフターマーケットをターゲット
にしたカスタマイズプランは進行して
いる。これまでハイラックスを競技車
両として使用し、そのノウハウを市販
パーツ開発に落とし込んできた実績か
らしても、LX600をモータースポー

ツに使用する可能性は十分にある。
「パーツの開発というと、そこで“点”
として終わっています。一方、モー
タースポーツの中で中・長期的に関わ
っていけば、その中で見えてくる状況
もあると思います」。
　JAOSの赤星大二郎代表は言う。
ハイラックスがそうであるように、
LX600もまた、JAOSを代表するカス
タマイズカーになる予感が……。
「まだ私自身、十分に乗り込んでは

いないのではっきりは言えませんが、
LEXUS LX伝統のボディオンフレーム
構造とリヤのリジッドサスペンション
ゆえの、ベース車としての高い耐久性、
信頼性を考えれば、競技車両としても
活躍できるはずです」。
　ドライバーの能戸知徳もLX600に
は大きな期待を寄せる。
　強い意志と明確な哲学で4WD& 

SUV界を牽引してきたJAOSの今後の
動向から目が離せない。

LX600の
新たな可能性

JAOSの精神を新型LXに注ぐ

日本が誇るプレミアムブランド「LEXUS」との協業によって
そのカスタマイズのベクトルに確信を得たJAOS。
そして、そこで培われつつあるプライドは、さらなる高みに
昇華されようとしている。
そう、コンペティションの世界での可能性だ。

Chapter : 3 FUTURE FORECAST MAP

L X 6 0 0 " O F F R O A D " の 優 れた 潜 在 能 力を
深 い 知 識と経 験 で 具 現 化 する

JAOS
LEXUS LX600

CU S TO M  P ROJ EC T

文：高坂義信
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今回のLEXUSとの協業はJAOSにとってとても光栄
なことでした。まだ当社としては、その可能性を探っ
ている段階ではありますが、中・長期的にそのクル
マに関われる“モータースポーツ”という選択も、この
LX600にはふさわしいのかな……と考えています。
TEAM JAOSの今後にも、ご着目ください。

株式会社ジャオス
代表取締役

赤星大二郎
2016年以降、マシンを製作しながらラリーに参戦し続
けることで、JAOSの市販用サスペンションにもノウ
ハウをフィードバックすることができました。今はい
ろいろな選択肢を検討している段階ですが、LEXUSの
フラッグシップSUVのLXでも過酷なモータースポーツ
シーンで人とクルマを鍛えていきたいと考えています。

株式会社ジャオス
開発部兼TEAM JAOSドライバー

能戸知徳

JAOS
LEXUS LX600

CU S TO M  P ROJ EC T

Chapter : 3
FUTURE FORECAST MAP
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飛翔するための
ラリーへの挑戦
「LX600"OFFROAD" JAOS ver.」は、確かに前人未到の大いなる挑戦だが、
その予兆は、ここ数年チャレンジしてきた
「TEAM JAOS RALLY RAID PROJECT」の延長線上にある、と言っても過言ではない。
ここでは積み重ね、進化し、足跡を残してきた「TEAM JAOS」の活動を紐解いてみる。

Chapter : 4 TEAM JAOS RALLY RAID PROJECT

コロナ禍に立ち止まることなく 
ラリーレイド活動を継続！

 「完走者全員が勝者」とも評されるラ
リーレイド。“速く”走ることだけを競
わず、いかに“無事に”かつ“早く”ゴー
ルという目的地へ辿り着けるのかが重
要となる。そのためには、事前の計画
力に準備力、個人の体力と精神力、即
断力に対応力、ひいては人間力や企業
力などあらゆるものが試される。ゆえ

に「ラリーは人生の縮図」とも言われる。
　JAOSもまた、そんなクロスカント
リーラリーに魅せられ、それに価値を
見出したメーカーのひとつ。2015年
に創立30周年記念プロジェクトとし
て「TEAM JAOS」を発足し、アジ
アクロスカントリーラリー（AXCR）
へ参戦して以来、5年目の挑戦となる
2019年にクラス優勝を果たしている。
　一方で元々このプロジェクトはパー
ツ開発への技術的フィードバック、グ

ローバル市場の拡大、そして日頃から
付き合いのあるメーカーや取引先と一
緒に何かを成し遂げたい、ということ
で始まったもの。モータースポーツで
ある以上、勝利を目指すのは当然だが、
それ以上に得られる価値がそこにある
……というワケだ。
　ただし、コロナ禍における制限の中
に誰もがさまざまな「ニューノーマル」
な価値を模索し、もがき続けた2020
～2021年は「TEAM JAOS」にとっ
ても苦難の期間となった。
　目に見える成果をしっかりと残し
た2019年までを第1フェーズとする
ならば、ちょうどこの時期は「TEAM 

JAOS」第2フェーズへの転換期でも
あった。だからこそ、これまでと異な
る新たなチャレンジが必要だった。　
ゆえにこれまでは海外ラリーを軸に活
動してきたが、2021年に初めて全日
本ラリー第7戦「ARKラリー・カムイ」
にハイラックスで参戦し、日本のラ
リーファンにもアピールしたのである。

国内ラリーの最高峰で
ある「全日本ラリー選手
権」にクロスカントリー
車両クラス「OP-XC」
が初めて新設されたこ
とから、TEAM JAOS
も参戦。監督・赤星とド
ライバー・能戸に加え、
コ・ドライバーにKYBの
田中一弘氏、群馬トヨタ
グループのメカニック2
人（中島氏、深澤氏）と
いった少数体制だが、こ
うした繋がりにラリーの
醍醐味がある。

TEAM JAOSパートナー
KYB   https://www.kyb.co.jp
TOYO TIRES   https://www.toyotires.jp
GTG （Gunma Toyota Group）   https://www.gtg.co.jp

TEAM JAOS
https://www.jaos.co.jp/contents/teamjaos/

特設サイト

本 格 モータースポーツに 参 戦 することで
培 われる経 験と技 術 、様 々なつながり

文：レッツゴー4WD編集部

TEAM JAOS
RALLY RAID PROJECT 2021
ARK RALLY KAMUY 2021

PA R TNER S
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| T1Gクラス2位  総合（AUTO）8位 | T1Dクラス4位  総合（AUTO）5位 | T1Dクラス8位  総合（AUTO）10位 | T1Dクラス7位  総合（AUTO）10位

2015  TOYOTA  FJ CRUISER 2016  TOYOTA HILUX DT 2017  TOYOTA HILUX DT 2018  TOYOTA HILUX DT

AXCR

2015  2019

ASIA CROSS
COUNTRY RALLY

TOYOTA HILUX GS

TOYOTA HILUX
2020-2021 ver.

FJクルーザーからハイラックスへマシンを
チェンジし、あくまで市販車がベースの大
仰ではないユーザーの手本になるようなチ
ューニングでAXCRに参戦してきたTEAM 
JAOS。一方でチーム体制も若手の人材育成
に重きを置き、2017年からは、コ・ドライバー
にKYB・田中一弘氏をアサイン。2019年に
同ラリーでクラス優勝を果たしたガソリン仕
様のハイラックスは、ひとつの到達点だ。

ここ2年、海外ラリー参戦は実現してい
ないが、マシンは絶えず進化中。KYBと
共同開発したスペシャルダンパーを中心
にセットアップしたサスペンション、プ
ロジェクトμのフロント対向6ピスト
ン・ブレーキキャリパーキットのほか、
足元にはOPEN COUNTRYタイヤをイ
ンストールし、TOYOTIRESと共同プ
ロデュースによるPVで走る姿も公開中。
2021年は全日本ラリー選手権にも挑戦。

総合5位入賞という結果を残せたのも
大きかった。
　当時TEAM JAOS監督とコ・ドラ
イバーを兼任していた株式会社ジャオ
ス代表取締役である赤星大二郎はその
時「チームが一丸となれば自分たちで
もやれる」と確信。個人的にもラリー
レイドには並々ならぬ想いを持ってい
たが、その年を最後にダンパーのエン

TEAM JAOSで得た 
プロセスやノウハウを活かす

　そもそもラリーレイドは、ドライ
バーだけでなく、コ・ドライバー（ナビ）、
メカニック、それらを総合的に判断し
て指示を与える監督など、数名のスタ
ッフによる“チーム戦”であることが必
須。サポートする企業なども含めれば、
相当な人数が関わってくるまさに「プ
ロジェクト」となる。
　例えばJAOSダンパーの供給元であ
るKYBとのタッグは、さらに技術的
な蓄積を積み上げる。パートナーシッ

プを締結しているTOYO TIRESとは、
単にタイヤを供給してもらうだけの
関係ではなく、新たなタイヤの開発や
4WD＆SUVカテゴリーを共に盛り上
げていこうという想いを共有している。
一方で群馬トヨタ自動車へのメカニッ
ク依頼は、地元企業との繋がりをより
深くしたいという想いから。そして自
社を含む協力企業から若手のプロジ
ェクト参加を促し、人材育成にも役立
てているのが、この 「TEAM JAOS 

RALLY RAID PROJECT」なのである。
　とはいえ、TEAM JAOSを発足し
てAXCRに初めて挑んだ2015年の時

築き、2人を中心にプロジェクトは大
きく成長する。
　一方でラリーマシンにも変遷があっ
た。'17年に新型スペシャルダンパー
の投入、'18年にワイドトレッド化な
どの進化を遂げたが、そこには疑問も
あった。競技に参加する以上勝利を目
指すのは当然だが「アフターパーツ
メーカーとして、ワンオフパーツで固
めたマシンが果たして正しいのか？」

ジニアとしてチー
ムに帯同してい
たKYBの田中氏
へコ・ドライバー
をバトンタッチし、
監督に専念する。
　その後ドライ
バーに能戸、コ・
ドライバーは田中
というコンビで、
2017年～2019年
まで濃密な関係を

4Chapter :

TEAM JAOS
RALLY RAID
PROJECT

T E A M  J A O S の 軌 跡

ENTRY HISTORY

点ではここまで壮大な意味を与えられ
ていなかった。当初は株式会社ジャオ
ス創立30周年記念プロジェクト的な
意味合いが強く、プロドライバー+FJ
クルーザーという布陣でチームは構成
されていたからだ。

“人と人とのつながり”は 
ブランドの強化と確立に貢献

　それが変わったのは翌'16年からで、
TEAM JAOSの核となる社員ドライ
バー・能戸知徳とハイラックスとのタ
ッグ誕生がキッカケとなる。当時、ハ
イラックスは日本未発売のモデルだっ
たが、それをタイから導入し、日本国

2019
T1Gクラス優勝
総合（AUTO）7位

ということ。つまり市販車との大きな
乖離を意味している。
　そこで'19年は“原点回帰”をテーマ
に、ガソリン仕様のハイラックスを導
入し、市販車を大きく改変しないマシ
ンづくりで改めてAXCRに挑戦したの
である。そんなテーマを掲げての戦い
により、クラス優勝という金字塔も手
に入れている。
　チーム監督の赤星はラリーレイドの
魅力についてこう語っていた。
 「“人と人とを繋いでくれる”ことに尽
きます。各チームは長く厳しい準備期
間を経て、国籍・年齢・性別を越えて
ラリーに参加し、終われば互いの健闘
を称え合う……。そうした勝負やビジ
ネスといった垣根を越えて共有した時
間は、何物にも代え難いものです。だ
からパーツ開発への技術的フィードバ
ックや世界市場の開拓だけにフォーカ
スするだけでなく、日頃お世話になっ
ているメーカーや取引先と一緒に何か
を成し遂げたい、という想いが強いん
です」。
　アフターパーツメーカーのJAOSと
しては、ユーザーが共感するパーツを
つくることが第一。そう、このプロジ
ェクトで最も大切なのはプロセスであ
り、それはさまざまな面で活かされる。
TEAM JAOSのラリー活動は継続し、
前進していくことに意味がある。

内に情報がほとんどない中で車両を
製作。新たなチーム体制での参戦なが
らしっかりと躍進。AXCR2016にて 
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JAOSさま　抜き刷り

JAOSとLEXUSの歴史的な協業

LX600の“新たな進化”に見る
絶対的な存在感と機能美

NEW
ADVENTURE
4WD&SUV CULTURE MAGAZINE

4WD・SUVカスタムの最高峰であり続けるJAOS──そのもっとも新しい進化の結晶

Vol.05
2022 WITNER
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